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“れんげえんそく”で何を学ぶのか
～生活科教科書・指導書を読む～

「生活科遠足・乗り物遠足」という言葉を聞いたことがおありでしょうか。そして、

その多くが切符を買って電車に乗るという経験をさせることが組み込まれています。こ

れは、生活科教科書 下「そよかぜ」にある『れんげえんそく』という題材に描かれてい

ることがもとになっていると思われます。電車の絵、駅の様子の写真、れんげ畑で楽し

む姿…これを見れば、「電車に乗って、目的

地に行って楽しんでこよう」という内容を生

活科の学習に取り入れようと考えても無理は

ありません。そして、公共機関にふれ、そこ

でのマナーや必要な方法を身につけることも

大切な学習といえます。乗り物や目的地の魅

力で、子どもたちの笑顔がいっぱいの時間に

なることが期待できる行事になり得ます。

しかし、この『れんげえんそく』では、電

車に乗ることや、遠足のような活動すること

が、本当の目的なのでしょうか。答えは“否

”です。『せいかつ教師用指導書④人・もの

とかかわるくらし』の『れんげえんそく』のところ（P50～）を開いてみます。目標に

は、こう書かれています。（下線；総合生活科委員会）

① 自分たちの願いの実現のために学習目的地までの行き方や手段を調べ、駅へ下見に

行ったり持ち物を考えたりするなどして、実施することができる。

② 公共物の利用マナーや安全を心がけたり、近隣の人々と積極的にかかわったりする

ことができる。

③ 自分たちで家庭にお知らせを出すなどして準備を整え、目的を果たせたことをよろ

こびあうことができる。

目標の中の②がクローズアップされがちですが、大切なのは、「自分たちの願いの実現

のため」に実施し、その「目的を果たせたことをよろこびあう」ことなのです。

この題材に関して、“設定の趣旨”には、「動物園に行きたいな」と願ったクラスの事

例をもとにして、次のようなことが書かれています。

子どもたちの原動力は何でしょう。「自分たちの力で計画を立てて、動物園に行くんだ」

という学級全体の強い願いです。「これはわたしたち２年１組だけの旅なんだ」という強

い自覚や誇りです。時間がかかっても、教師は子どもたちがやろうとしていることを見守

り、できるだけ実現させていきましょう。計画から振り返りまでの過程を、子どもたちが

主体的に進めてこそ、夢の実現です。この学習を終えた時、子どもたちはよろこび、自信

をもち、次の活動をみずから生み出していくことでしょう。

そして、“単元取り扱い上の留意点”には、こう述べられています。

この単元は、子どもたちが自分たちの願いや夢の実現に向け、自分たちの力で学習目的

地を決め、計画を立て実施していくものです。それまでの学級の中心的活動からのつなが

り、必要感に支えられた立ち上がりを大切にしましょう。

ちなみに、『長野県小学校教育課程学習指導手引書生活編』に掲載されている、この題

材と関連する事例は、「そば打ち修行の旅へ 出かけよう」です。事例の内容は、次の文

章でまとめられています。
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大切に育てていたそばが、根こそぎ抜かれてしまうというハプニングに見舞われた子ど

もたちが、まき直したわずかなそばを、自分たちの力で打つために、そば打ちを教えてく

れる人や場所を探したり、そこまでの行き方を調べたりして、そば打ち修行の旅を計画し

実現していった事例

このように、生活科教科書の『れんげえんそく』は、先生が計画して敷いたレールの上

を進む“決められた行事”としての“遠足”ではなく、願いを持った子どもたちが、自ら

の手で経路や方法を見出して計画を立て実行に移していく『創りあげる学び』なのです。

教科書・指導書などに記されていることをていねいに見ていくことで、学習の道筋が見

え、子どもの意識の流れを大切にした教師の関わりが分かってきます。そこから、生活科

で大切にしていくことも自ずと浮かび上がってきます。教科書・指導書を開いてみましょ

う。そして、そこで見出したことをもとにして、子どもたちとの“くらし”を改めて見つ

めてみましょう。

①強い願いを持ち ②自ら計画を立て

③実行に移し ④願いの実現を喜ぶ


